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＊ はじめに 

９月議会後、慌ただしく衆議院解散総選挙がありましたが、残念ながら島根一区のか

めい亜希子候補は勝ち残れず、全体でも立憲は議席数を落としてしまいました。責任を

取って辞任した枝野代表に代わり、泉健太衆議院議員が新代表となりました。11 月 25

日から開催されている 11 月県議会はコロナが落ち着いたこともあって、コロナ関連の

質問は少なくなり、県政の様々な課題を議論する場となりました。12 月 22 日が閉会日

ですが、急ぎ１１月議会の報告をいたしますのでご意見等お寄せいただければ幸いです。 

＊ そのまえに 

   9 月議会で取り上げた、県立中央病院コメディカル（医師、看護師以外の医療従事者） 

職員の調整額の見直しは見送られることになりました。コロナ禍で頑張っている職員の

モチベーションが下がるという訴えが届いたものと思います。 

＊１１月定例議会、一般質問 

質問：ヤングケアラー（家族の介護等を担う子ども）について 
  １）県内の実態把握について伺う。(健福部長) 

   まずは教委、医療、福祉等関係機関への啓発を行ったうえで実態把握をしていく。

方法や対象について有識者の意見も参考にして関係団体と協議していく。 

  ２）まずは県の関係各課がしっかり連携することが大切。現在の状況と今後の取組

を伺う。（健福部長） 

   まず部内職員への研修を行った。さらに関係各課連

携により、様々な分野の団体で啓発が進むよう取り

組んでいる。今後元ヤングケアラーの就労支援や外

国人の両親を持ち、通訳をしている子どもへの支援

を商工労働部、環境生活部と連携して対応する。 

  ３）ヤングケアラ―が悩みを相談できる場を作ろうとし

ている民間団体への支援について伺う。（健福部長） 

   12月からヤングケアラ―サロンを開催予定と聞い
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ている。連携して取り組むことが大切で、どのような対応が必要かしっかり検討

する。 

 ２）元ヤングケアラーへの支援も忘れずに考えるべき。所見を伺う。（商工部長） 

   しまね若者サポートステーション等の支援員が認識を深め、１人ひとりに寄り添

った支援ができるよう取り組む。     

質問：県職員のメンタルヘルス対策について 

１）若い女性職員に増えているメンタル疾患休職や会計年度職員へのハラスメント

対策について伺う。（知事） 

   正規、会計年度等を問わず、全ての職員は大切な仲間。誰もがメンタル不調を

出さないよう、取り組みを強化していく。 

質問：県管理建物の長寿命化対策と必要な建設について 

  １）しまね留学生の寄宿舎の建設について、県の考えを伺う。（教育長） 

   寄宿舎は通学が難しい県内生徒のためのものであり、県外生の増加を理由に新

増築を行う考えはない。移住してくる県外生は市町村の住民であり、市町村に

おいて地域住民の住宅施策として取組んで頂く必要がある。（県が取り組んでい

る「しまね留学」であるから、市町村任せでなく県も一緒に取り組むべき、と

再質問したところ、「住む所がないのに募集をしても仕方ないのでは。」と答弁

があった一方で、「県立だから一緒に住まいの確保に努めている。」と矛盾した

答弁でした。） 

２）有効活用の為、建築物の長寿命化を図る考えは理解するが、高校の実習棟等

必要なものは柔軟に考えるべきと思うが所見を伺う。（総務部長） 

各施設について、所管部局の要望を踏まえ、必要性の検討や優先順位を個別に判

断している。（教育長に隠岐水産高校の食品加工実習棟に問題が多いことを踏まえ、

必要性を判断されるよう要望しました。） 

  質問：インクルーシブ教育（障がいのある子どもも一緒に学ぶ）について（教育長） 

  １）インクルーシブ教育を推進していく為の、医療的ケア児の受け入れ体制整備につ

いて伺う。 

   今年 9 月施行の法律「医療的ケア児及びその家族に対する支援について」の趣旨

を踏まえ、市町村教委が県立学校で実施している運営協議会、担当者会議、学校

看護師連絡会へのオブザーバー参加を促すなど体制構築に向けた支援を行う。ま

た島根県特別支援連携協議会でも体制整備の在り方の検討を進める。 

          

 県立学校の寄宿舎の問題は、何回も質問してきましたが、一向

に変わりません。県が進める「しまね留学」であるなら、市町村

が住まいを考えるべきと言わず、県が率先して問題解決すべきだ

と思うのは間違っているのでしょうか。隠岐水産高校の食品加工

実習棟の建替えもですが、教育環境があまりにもなおざりになっ

ている気がしてなりません。力及ばず、さっぱり進展しないこと

をお詫びします。しかしこれで終わりではなく、これからも粘り 

強く取り組んでいこうと考えています。「‘２１.11 月議会ダイジ 

ェスト」にご意見などお寄せいただければ嬉しいです。          
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